
1.事業名

佐世保市「歯の健康優良高齢者コンテスト」

参加者を対象としたアンケート調査

2.申請者名

申請団体 :一般社団法人佐世保市歯科医師会

代表者名 :会長 七熊 正
担当者名 :理事 畳屋 文人

3。 実施組織

一般社団法人佐世保市歯科医師会

4.事業の概要

調査報告者 :畳屋文人/須田晶/
太田信知/寺 俊憲/田中淳/矢内雄太
★共同研究者 (調査協力):

長崎大学病院予防歯科室講師 福田英輝
【目的】

佐世保市歯科医師会では毎年、佐世保市と共

催で「歯の健康優良高齢者コンテスト」を実施

している。8020達成者を応募資格とし、診査の上、

優良者については表彰を行っている。平成 6年

度からはじまり、今年度で節目の 20回 を迎え、

これまでの応募者は、のべ約 150名 となった。

そこで、今回は、「歯の健康優良高齢者コンテス

ト」参加者における現在の日常生活習慣、全身

の健康状態、および口腔内状態などについて改

めて調査を実施し、8020達成者の現状を明らか

にすることを目的とした調査を実施した。本調

査の結果は、高齢期において多数の残存歯を有

することがQOLの向上につながることを示すこ

とにつながり、市民の函科保健の意識向上に寄

与できると考えられる。

5。 事業の内容

【対象と方法】

本研究の対象者は、平成 17年度から平成 25

年度までに行われた佐世保市「歯の健康優良高

齢者コンテスト」に参加した90名 とした。

平成 25年度の参加者に対しては、コンテスト

当日に聞き取りによる調査を行った。また、平

成 17年度から平成 24年度のコンテスト参加者

に対しては、郵送法にて、アンケート調査を行

った。平成 25年度のコンテスト参加者への間き

取り調査は、すべての参加者 18名から回答を得

た。また、平成 17年度から平成 24年度までの

コンテスト参加者 72名 に対しては、平成 25年

12月 に郵送し、翌年 1月 を締め切りとして回収

を行い、46名 から回答を得た (回収率 63.9%)。

アンケートの質問項目は、回答者の属性、日

常生活における健康習慣、自己申告による身長

と体重、老研式活動能力指標、および GOHAI

とした。なおGOHAIについては、「咀暇能力と

QOLと の関連」の研究の一環として特定非営利

活動法人健康医療評価研究機構 から使用許可を

いただいている。
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【結果】

1)対象者の属性

対象者の性別は、男性26名 (41%)、 女性38名

(59%)であった。対象者の平均年齢は、85,8歳、

年齢の範囲は80歳から94歳であった。

□男性

国女性

2)健康状態
自覚的な健康感については、「普通」とした者

が最も多く27名 (47ο/ο )、 ついで「良い」14名、

「まあ良い」11名 であった。「あまり良くない」

および「良くない」とした者は、それぞれ3名

ずつであった。

□良い

□まあ良い

圏普通

囚あまり良くない

囲良くない

3)健康習慣

健康の維持や増進を目的として行っている健

康習慣については、「朝食を毎日食べている」が

最も多く63名 、ついで「適切な睡眠時間をとっ

ている」53名、「喫煙していない」50名であった。

ブレスローの7つの健康習慣である「適切な

睡眠時間をとっている」「喫煙をしていない」「適

正体重を維持している」「過度の飲酒をしない」「朝

食を毎日食べている」「定期的に運動をしている」

「間食をしない」のうち、7つ とも実施している

と回答した者は17名 (27%)であった。

4)自 己申告による体格

自己申告による身長と体重をもとに個人の

BMIを 算出した。BMI値 を参考に、低体重

(BM118.5未満)、 標準 (BMIが 18.5以上 25未満)、

肥満 (BMIが 25以上)の 3つに区分した。

「標準」と区分された者が最も多く53名 (83%)

であった。「肥満」と区分された者はわずかに5

名 (8%)であった。

□低体重

回標準

巨lЛ巴満

5)老研式活動能力指標

老研式活動能力指標の合計点 (13点満点)の

平均値は、全体では 10.3(SD=3.0)で あった。

年齢区分では、85歳未満では 11.6(SD=1,9)、

85歳以上では9,7(SD=3.3)で あった。

老研式活動能力指標の合計点区分別の割合は、

「0～‐5点」9%、「6～ 10点」31%、「11～ 12点」

36ο/ο、「13点満点」24%であった。

6)GOHAI(General[GeriatricI Oral Healh

Assessmentlndex)

口腔に関連した包括的な健康関連 QOLを測定

する尺度として開発された GOHAI平均点は、

全体では55.8(SD=6.9)で あった。年齢区分では、

85歳未満では 56.0(SD=5,5)、 85歳以上では

55。7(SD=7.7)で あった。

(人
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7)GOHAIと 老研式活動能力指標との関連

GOHAIの 合計得点と老研式活動能力指標の合

計得点については、正の相関がみられた。両得

点間におけるスペアマンの相関係数は 0,314で

あり、統計的に有意であった (pく 0.05)。

ため、「老研式活動能力指標」を実施した。その

結果、古谷野らが行った全国調査と比較すると、

8020達成者では平均値は高く、高得点の者の割

合が大きい結果が得られた (参考資料 2、 3)。

(参考資料 2)

8020達成者全国調査
1)

10.3± 3.08.0± 4.2老研式活動能力指標

1)古
谷野ら.地域老人の生活機能.日 本公衛誌 ,
1993,40:468‐474.

(参考資料 3)

1)古
谷野 ら.地域老人の生活機能.日 本公衛誌 ,
1993,40:468‐474.

口腔に関連した包括的な健康関連 QOLを測定

するため、GOHAIを 実施した。その結果、内藤

らが示した国民標準値と比較すると、8020達成

者では平均値が高いことが明らかとなった (参

考資料 4)。

(参考資料 4)

1)GOHAI国 民標準値 <http:〃www.i‐ hope.jp/
activities/qoVIst/pdf/gohaborm.pdf>

以上のことから、8020達成者では、良好な健

康感を有する者、自立した生活機能を有する者、

および良好な口腔状態を有 している者が高い可

能性が示唆された。

2)8020達成者における口腔内の健康状態と生

活機能の自立

GOHAIの合計得点と老研式活動能力指標の合

計得点については、正の相関がみられた。すな

老
即
■
一

COHAI

【考察】

今回の調査対象者は、平成 17年度から平成

25年度までに佐世保市が実施した8020コ ンテ

ストに参加した者 64名 とした (「8020達成者」

とする)。 対象者の平均年齢は85.8歳、80歳か

ら94歳までの者であった。

1)8020達成者の健康状態

8020達成者の自覚的な健康感は、内閣府が行

った「平成 24年度・高齢者の健康に関する意識

調査」の結果と比較すると、「とても良い」とし

た者の割合が大きく、「あまり良くない」とした

者の割合が小さいことがわかった (参考資料 1)。

(参考資料 1)

1)内
閣府 平成 24年度 高齢者の健康に関する意
識調査

高齢者の生活機能の自立性を評価する目的の

8020達成者全国調査
1)

9%0‐ 5J点 29%

31%34%6‐ 10′点

20% 86%11‐ 12′点

24%13′点 17%

国民標準値
1) 8020達成者

55.8± 6,9

(80‐ 94テ義)
平均値

50.8± 8.8

(70‐79歳 )

8020達成者高齢者の健康調査
1)

24%とても良い 15%

19%まあ良い 22%

30% 47%普通

29% 5%あまり良くない

5%良くない 4%
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わち、口腔状態が良好であるほど、日常の生活

機能が自立していることが示された。高齢期に

おいて自立した生活機能を維持するためには、

良好な口腔内状態を保持することが重要である

ことが示唆された。

【8020達成者に対する調査結果 集計表】
1)調査回答者の属性

性別

人数 0/o

男性

女性

合計 64 100.0

年齢

人数 0/o

適切な睡眠時間をとつている

喫煙をしていない

適正体重を維持している

過度の飲酒をしない

朝食を毎日食べている

定期的に運動をしている

間食をしない

定期健康診断を受けている

3)生活習慣

生活習慣

人数   %
53

50

45

43

40

30

47

82.8

78.1

70.3

672

98.4

62.5

46.9

73.4

63

合計 64    100.0
６

　

８

２

　

３

40.6

594
ブレスロー得点

度数 0/o

80歳

81歳

82歳

83歳

84歳

85歳

86歳

87歳

88歳

89歳

90歳

91歳

92歳

93歳

94歳

合計 64 100.0

2)健康状態

あなたは、現在の自分の健康状態をどう感じていま

すか。

人数 %

合計 64 100.0

ブレスローの健康習慣とは :適切な睡眠時間を

とる、喫煙しない、適正体重維持、過度の飲酒

をしない、朝食を食べる、定期的な運動をする、

および問食をしないの 7つの項目からなる健康

習慣をいう。生命予後と関係があることが知ら

れている。

4)肥満度

BMI平均値

平均値 人数 標準偏差 最′J イヽ直 最大値
BM1  21 79   64     2.66     13.07   29.67

BMI=体重 (Kg)/(身長 m)2

BMI区分

%

9.4

82.8

7.8

合計 64 100.0

２

１

９

７

５

４

１１

１０

３

２

２

４

２

１

１

3.1

1.6

14.1

10.9

7.8

6.3

17.2

15.6

4.7

3.1

3.1

6.3

3.1

1.6

1.6

1点

2点

3点

4点

5点

6点

7点

3

3

6

10

12

13

17

47

4.7

9.4

156

18.8

20.3

26.6

良い

まあ良い

普通

あまり良くない

良くない

14

11

27

3

3

24.1

19.0

466

5.2

5.2

６

５３

５

重体

準

満

低

標

肥

合計 58

6
低体重 :BMIが 18.5未満、標準

18.5以上 25未満、肥満

BAttIが

BMIが 25以上

無回答

100.0
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5)老研式活動能力指標

手FttADL手段的ADL
人 0/o 人数  0/o

バスや電車を使つて1人で外出できますか

日用品の買い物ができますか

自分で食事の用意ができますか

請求書の支払いができますか

銀行書金日郵便貯金の出し入れができますか

３

　

９

　

０

　

８

　

９

３

　

３

　

３

　

３

　

３

78.6

92.9

71.4

90.5

92.9

0点

1点

2点

3点

4点

5点

67

6.7

22
67

222

55.6

３

３

１

３

‐０

２５

合計 45     1000

合計 45   1000

知 !向ADL

無回答 19

知的ADL

人数   °/o 人数  0/o

年金などの書類が書けますか

新聞を読んでいますか

本や雑誌を読んでいますか

健康についての記事や番組に関心がありますか

37

39

37

42

84.1

886

84.1

95.5

0点

1点

2点

3点

4点

１

１

４

‐０

２９

2.2

2.2

8.9

222

64.4合計 45     100.0

合計 45    100.0

無回答 19

社会的ADL
人数  0/o

社会的ADL
人数   0/o

友達の家を訪ねることがありますか

家族や友達の相談にのることがありますか

病人を見舞うことがありますか

若い人に自分から話しかけることがありますか

８

　

５

　

３

　

２

２

　

３

　

３

　

３

651

81.4

767

74.4

0点

1点

2点

3点

4点

4,4

13.3

156

26.7

40.0

２

６

７

‐２

‐８

合計 45     100.0

45   100.0

無回答 19

老研式ADL
年齢 区分 平均値 人数   標準偏差

合計

老研式ADL
人数 %

2点

3点

5点

6点

7点

8点

9点

10点

11点

12点

13点

4.4

2.2

2.2

2.2

4,4

8.9

6.7

8,9

8.9

267

24.4

14

31

1.87

3.28

２

１

１

１

２

４

３

４

４

１２

‐１

84歳以下

85歳以上

11.57

9.68

合計 45

合計 10.27 45 3.03

全国代表サンプルによる ADL得点 80歳以上 :8.0± 4.2

(古屋野 ら  日本公衆衛生雑誌  40:468‐ 474.1993)

無回答 19

1000
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6)GOHAI

回の中の調子が悪いせいで、食べ物の種類や食べ

る量を控えることがありましたか ?
食べ物をかみ切つたり、かんだりしにくいことがありまし

たか ?(例 :かたい肉やリンゴなど)

人数 % %人

よくあつた

時々あつた

めったになかつた

まつたくなかつた

2

4

12

45

3.2

6.3

19.0

714

よくあつた

時々あつた

めったになかった

まつたくなかつた

２

８

５

４８

32
12.7

7.9

76.2

合計

食べ物や飲み物を、楽にすつと飲みこめないことが

ありましたか?

63 1000

無回答

日の中の調子のせいで、思い通りにしゃべられない

ことんヾありましたか?

63 100.0 合計

無回答

人数 0/o 人数 %

よくあつた

時々あつた

めったになかつた

まつたくなかつた

1

4

11

47

16

6.3

17.5

74.6

1

2

9

50

1.6

3.2

14.5

806

よくあつた

時々あつた

めったになかつた

まったくなかつた

合計 63 loo,o  合計 62 100.0

無回答 無回答 2

日の中の調子のせいで、楽に食べられないことがあ

りましたか?
日の中の調子のせいで、人とのかかわりを控えるこ

とがありましたんヽ?

人数 % 人数 0/o

よくあつた

時々あつた

めったになかつた

まつたくなかつた

1

4

8

50

16

63

12.7

79.4

1

7

54

1.6

11.3

87.1

よくあつた

めったになかつた

まつたくなかつた

合計 62 1000

合計

日の中の見た目について、不満に思うことがありまし

たか?

2

口や口のまわりの痛みや不快感のために、薬を使う

ことがありましたか?

63 loo.o  無回答
無回答

人数 % 人数 0/0

よくあつた

時々あつた

めったになかつた

まつたくなかつた

１

５

７

４８

1.6

8,2

11.5

78.7

よくあつた

時々あつた

めったになかつた

まつたくなかつた

1

6

7

49

1.6

9.5

11.1

77.8

無回答 3
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日の中の調子の悪さが、気になることがありましたか? 口の中の調子が悪いせいで、人目を気にすることが

ありましたか?人数 %

よくあつた

時々あつた

めつたになかつた

まつたくなかつた

１

２

５

５４

２

‐０

７

４４

3.2

15.9

11.1

69.8

人数 %

合計 63 100.0

いつもそうだつた

時々あつた

めつたになかつた

まつたくなかつた

1.6

3.2

8.1

87.1

無回答 合計 62 100.0

無回答

回の中の調子が悪いせいで、人前で落ち着いて食  口の中で、熱いものや冷たいものや甘いものがしみ
べられないことがありましたか? ることはあ たか ?

2

人数 % 人数 0/o

時々あつた

めったになかつた

まったくなかつた

3

6

53

48

9,7

85.5

15.9

14.3

69.8

時々あつた

めったになかつた

まつたくなかつた

‐０

９

４４

合計 62 loo.o  合計 63 100.0

無回答 2 無回答

GOHAI GOHAI

人数    % 年齢区分 平均値 人数 標準偏差

27月ま

29;魚

39月ま

46月魚

47点

48デ氣

50月ま

52月ま

53月ま

54メま

56月ま

57垢ま

58川鼠

59月魚

60J気

４

　
９

２

　
３

１

１

１

２

２

２

２

２

１

４

２

１

８

８

２６

1.6

1.6

1,6

3.2

3.2

3.2

3.2

3.2

1.6

6.3

3.2

1.6

127

12.7

41.3

56.0

557

5.5

7.7

84歳以下

85歳以上

合計 55.8 63 6.9

GOHA王 国民標準値 70‐ 79歳 :50.8±8.8

合計 63 100.0

無回答
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P-1.佐世保市「歯の健康優良高齢者コンテスト」参加者を
対象としたアンケート調査

O須田晶1,畳屋文人1,八谷成紀1,谷脇伸彦1,大田信知1,小林正剛1,村上真-1,畳屋睦人
1,寺崎俊憲11

日中淳1,品川兼-1,矢内雄太2,福田英輝B
l―般社団法人佐世保市歯科医師会,2国家公務員共済組合連合会佐世保共済病院
3長崎大学病院周術期口腔管理センター

畔 と9説笹        豪孵
婢鸞 彗轟視礎窃

"ヤ

謀細混
の参加があった。

本調査の目的は、「歯の健康優良高齢者コンテ

金避裂&I龍成全者身だ盈砕ぎ義曝磋隅断潜
することである。

4)全国値との比較

a)自 党的な健康感

内閣府が行つた「平成24年度・高齢者の健康に

関ずる意識調査」1)の結果 (80歳以上)と比

較すると、「とても良い」とした者の割合が大

きく、「あまり良くない」とした者の割合が小

さかつた。
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b)老研式活動能力指標

古谷野らが行つた「老研式活動能力指標」全国

調査2)(80歳以上)と比較すると、8020達 成

者では高得点区分の者の割合が大きかっ

た。
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c)GOHAI
内藤らが示した国民標準値0と比較すると、8020

達成者では平均 いことが明らかと

2)老研式活動能力指標

老研式活動能力指標の合計点(13点満点)の平均

値は、全体では10.3であつた。年齢区分では、85

歳未満では11.6、 85歳以上では9.7であつた。合計

点区分別の割合は、「0～ 5点」9%、「6～ 10点」
319る 、「11～ 12点」36'も 、「13点満点」24%であつた。
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3)GOHAI
【考察】 佐世保市「歯の健康優良高齢者コンテス

ロ腔に関連した包括的な健康関連QOLを測定する 卜」参加者を対象として、郵送法による調査
尺度として開発されたGOHAI平 均点は、全体では を実施した。その結果、参加者である802
55,8であつた。年齢区分では、85歳未満では56.0、

O達成者は、良好な健康感を有する者、自85歳以上では55.7であつた。
立した生活機能を有する者、および良好な
口腔状態を有している者が高い可能性が

示唆された。
【参考文献】
1)平成24年度「高齢者の健康に関する意識調査結果」〈h中〃WWW8,cao goJp/kOu簡湾sttH/h24/sougou/ga yo/pdf/kekkaJ pD
D古谷野ら.地域老人の生活機能 日本公衛誌,1993:40:468-474
3)GOHAI国 民標 準 値 くhttpノ /www市―hopeJp/BcdV憎 es/qoИ ist/pd7日Oha[nOrm pp

本調査は、8020推進財団 平成25年度歯科保健活動事業助成により実施した。
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【結果】
1)自 覚的な健康感

尋勢 婚 既 長引 翼亀 馬 丑蜜峰 報
最

い」11名であつた。「あまり良くない」および「良くな
い」とした者は、それぞれ3名ずつであつた。
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